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『
つ
ゆ
じ
も
』
論
-
斎
藤
茂
吉
の
第
三
歌
集
に
つ
い
て
安
森
敏
隆
一
、
歌
人
茂
吉
第
三
歌
集
『
つ
ゆ
じ
も
』
は
、
「大
正
七
年
漫
吟
」
の
「斎
藤
茂
吉
送
別
歌
会
」
(1
首
)
、
「長
崎
著
任
後
折
に
ふ
れ
た
る
」
(20
首
)
、
「長
崎
歌
会
」
(1
首
)
か
ら
は
じ
ま
り
、
「
大
正
十
年
十
月
二
十
六
日
東
京
駅
発
、」
の
詞
書
を
も
つ
「洋
行
漫
吟
」
(斯
首
)
に
至
る
茂
吉
三
十
五
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
お
お
よ
そ
は
、
茂
吉
は
東
京
を
離
れ
、
長
崎
で
過
ご
し
た
と
こ
ろ
に
一
つ
の
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
大
正
六
年
十
一
月
に
は
い
っ
て
、
茂
吉
は
次
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
拝
啓
全
快
御
退
院
な
さ
る
・
ま
で
に
御
な
り
に
な
り
迂
生
の
感
謝
歓
喜
こ
の
上
な
し
迂
生
来
月
長
崎
の
専
門
学
校
に
行
く
事
に
な
る
か
も
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
知
れ
ず
そ
の
準
備
に
て
寸
暇
な
く
未
だ
支
度
も
見
ず
に
居
り
候
、
寂
し
け
れ
ど
も
二
年
で
帰
京
す
る
ゆ
ゑ
我
慢
い
た
す
べ
く
候
迂
生
の
そ
の
事
未
だ
発
表
に
な
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
他
人
に
は
い
は
ず
に
願
上
げ
候
(「
門
間
春
雄
宛
書
簡
」
大
6
・
1
・
14
)
す
で
に
茂
吉
は
大
正
六
年
初
頭
に
お
い
て
六
年
間
勤
め
て
い
た
巣
鴨
病
院
を
辞
め
、
自
家
の
青
山
脳
病
院
の
診
察
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
義
父
紀
一
が
衆
議
院
に
立
候
補
し
、
四
月
に
は
当
選
す
る
と
い
う
繁
忙
を
き
わ
め
る
家
庭
事
情
も
手
伝
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
こ
え
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
の
話
し
が
飛
び
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
茂
吉
は
つ
づ
い
て
「小
生
、
長
崎
の
医
学
専
問
学
校
に
行
く
や
う
に
な
る
か
も
知
れ
ず
、
二
年
半
ぐ
ら
ゐ
で
帰
つ
て
く
る
」
(「結
城
哀
草
果
宛
書
簡
」
大
6
・
1
・
18
)
等
の
手
紙
を
友
人
や
弟
子
た
ち
に
送
り
、
二
年
な
い
し
は
二
年
二
五
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
半
で
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
茂
吉
の
、
こ
の
期
に
お
け
る
生
育
史
の
中
で
、
歌
人
茂
吉
の
側
面
を
形
成
し
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
て
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
大
正
六
年
(
一
九
一
七
)
三
十
五
歳
十
月
二
十
七
日
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
の
話
を
呉
秀
三
か
ら
受
け
承
諾
、
十
二
月
三
日
、
同
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
十
七
日
、
東
京
を
発
ち
、
十
人
日
、
長
崎
に
赴
任
、
二
十
二
日
、
県
立
長
崎
病
院
精
神
科
部
長
を
嘱
託
さ
れ
た
。
大
正
七
年
(
一
九
一
八
)
三
十
六
歳
一
月
初
旬
、
長
崎
市
金
屋
町
二
十
一
番
地
に
居
を
定
め
る
。
同
八
日
、
最
初
の
講
義
、
四
年
生
の
精
神
病
学
と
法
医
学
を
担
当
。
四
月
、
東
中
町
五
十
四
番
地
に
転
居
。
五
月
、
同
地
会
員
の
た
め
の
選
歌
欄
「瓊
浦
歌
篇
」
を
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
新
設
し
、
以
降
そ
の
選
に
あ
た
る
。
六
月
、
妻
て
る
子
、
長
崎
に
来
て
同
居
。
十
月
、
医
学
研
究
の
た
め
に
「
エ
ル
ゴ
グ
ラ
ム
」
の
実
験
を
始
め
た
。
こ
の
頃
、
妻
て
る
子
帰
京
。
十
一
月
十
五
日
、
自
宅
に
お
い
て
始
め
て
歌
会
を
開
く
。
同
二
十
五
日
、
長
崎
来
遊
の
与
謝
野
夫
妻
に
会
う
。
十
二
月
二
十
四
日
、
医
学
研
究
の
た
め
に
上
京
。
二
六
大
正
人
年
(
一
九
一
九
)
三
十
七
歳
一
月
十
六
日
、
妻
て
る
子
を
伴
っ
て
長
崎
に
来
る
(妻
、
五
月
初
旬
帰
京
)
。
四
月
、
「短
歌
に
於
け
る
主
観
の
表
現
」
を
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
発
表
。
同
二
日
、
「早
発
性
痴
呆
に
於
け
る
植
物
性
神
経
系
統
の
機
能
に
就
て
」
を
東
京
の
日
本
神
経
学
会
で
発
表
。
五
月
、
医
専
学
生
ら
と
「
紅
毛
船
」
を
創
刊
。
同
七
日
、
長
崎
来
遊
の
芥
川
、
菊
池
両
氏
に
は
じ
め
て
会
い
、
同
二
十
七
日
に
は
、
吉
井
勇
を
迎
え
、
諏
訪
神
社
で
歌
会
を
開
く
。
七
月
、
「短
歌
連
作
論
の
由
来
」
を
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
、
人
月
「続
童
馬
漫
語
断
片
」
を
「
紅
毛
船
」
に
発
表
。
同
月
、
『童
馬
漫
語
』
を
春
陽
堂
か
ら
刊
行
。
十
一
月
下
旬
、
妻
て
る
子
、
茂
太
を
伴
い
来
る
(翌
年
四
月
、
帰
京
)
。
大
正
九
年
(
一
九
二
O
)
三
十
八
歳
一
月
、
「橘
曙
覧
歌
抄
」
(1
九
・
十
月
ま
で
六
回
)
を
「紅
毛
船
」
に
連
載
。
同
月
初
旬
、
流
行
性
感
冒
に
か
か
り
二
月
中
旬
ま
で
臥
床
。
四
月
よ
り
、
「短
歌
に
於
け
る
写
生
の
説
」
を
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
連
載
し
は
じ
め
る
。
「東
洋
晝
論
の
用
語
例
」
(四
月
)
、
「
正
岡
子
規
の
用
語
例
」
(五
月
)
、
「
写
生
の
異
説
抄
記
」
(八
月
)
、
「
『短
歌
と
写
生
』
一
家
言
」
(九
月
)
、
「
『写
生
の
説
』
別
記
」
(十
月
)
、
「
『写
生
の
説
』
別
記
二
」
(十
一
月
)
、
「
『写
生
の
説
』
別
記
三
」
(十
年
一
月
)
な
ど
で
あ
る
。
六
月
二
日
、
喀
血
し
二
十
五
日
、
県
立
長
崎
病
院
入
院
、
七
月
二
日
、
退
院
す
る
。
七
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
佐
賀
県
の
古
湯
温
泉
で
療
養
。
こ
の
と
き
第
二
歌
集
『あ
ら
た
ま
』
の
編
集
を
す
る
。
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
六
枚
板
、
小
浜
温
泉
、
嬉
野
温
泉
な
ど
で
転
地
療
養
を
こ
こ
ろ
み
る
。
六
枚
板
で
は
、
『赤
光
』
の
改
作
を
こ
こ
ろ
み
、
改
選
『赤
光
』
の
準
備
を
す
る
。
十
一
月
二
日
、
病
癒
え
て
出
勤
。
こ
の
月
、
医
専
を
や
め
留
学
を
決
意
。
十
二
月
、
増
訂
再
版
『短
歌
私
鈔
』
を
春
陽
堂
よ
り
刊
行
。
大
正
十
年
(
一
九
二
一
)
三
十
九
歳
一
月
、
第
二
歌
集
『あ
ら
た
ま
』
を
春
陽
堂
よ
り
刊
行
。
同
二
十
三
日
、
『紅
毛
船
』
の
送
別
歌
会
に
出
席
。
二
月
二
十
三
日
、
医
学
論
文
「緊
張
病
者
ノ
え
る
ご
ぐ
ら
む
二
就
キ
テ
」
を
完
成
。
同
二
十
人
日
、
文
部
省
在
外
研
究
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
三
月
十
六
日
、
長
崎
を
出
る
。
五
月
九
日
か
ら
十
六
日
、
郷
里
金
瓶
に
帰
省
。
八
月
、
「童
馬
山
房
雑
記
」
二
〇
首
を
「
中
央
公
論
」
に
、
九
月
、
「
山
水
人
間
蟲
魚
」
五
〇
首
を
「中
央
公
論
」
に
ひ
さ
し
ぶ
り
に
発
表
。
十
月
、
編
著
『正
岡
子
規
選
集
』
を
ア
ル
ス
よ
り
刊
行
。
同
月
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
が
「あ
ら
た
ま
批
評
号
」
と
な
る
。
同
七
日
、
医
学
論
文
「
二
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
タ
ビ
緊
張
病
者
ノ
え
る
ご
ぐ
ら
む
二
就
キ
テ
。
附
意
志
阻
礙
の
説
」
を
完
成
。
同
二
十
七
日
、
東
京
を
発
ち
、
二
十
八
日
、
横
浜
港
を
出
帆
し
留
学
の
途
に
つ
く
。
十
一
月
三
日
、
門
司
を
出
帆
し
、
十
二
月
十
三
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
ー
ユ
に
着
き
、
パ
リ
を
経
て
二
十
日
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
。
十
一
月
、
改
選
『赤
光
』
を
東
雲
堂
よ
り
刊
行
。
こ
の
よ
う
に
、
長
崎
時
代
の
茂
吉
を
み
て
く
る
と
き
、
医
学
者
茂
吉
と
し
て
の
側
面
が
こ
の
期
、
全
円
的
に
徴
表
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
学
生
た
ち
に
は
精
神
病
学
と
法
医
学
を
担
当
し
、
大
正
七
年
十
月
頃
よ
り
「
エ
ル
ゴ
グ
ラ
ム
」
の
実
験
を
は
じ
め
た
も
の
の
、
長
崎
時
代
が
終
る
頃
、
医
学
論
文
「緊
張
病
者
ノ
え
る
ご
ぐ
ら
む
二
就
キ
テ
」
が
一
本
完
成
す
る
の
み
で
、
こ
の
満
三
年
四
ヵ
月
の
長
崎
時
代
の
幕
は
お
ろ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
妻
て
る
子
と
の
家
庭
生
活
も
、
長
崎
へ
呼
び
寄
せ
た
も
の
の
う
ま
く
行
か
ず
東
京
に
帰
し
、
ま
た
子
供
と
と
も
に
呼
び
寄
せ
た
も
の
の
帰
す
と
い
う
不
和
と
孤
独
の
繰
り
返
し
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
期
、
歌
人
茂
吉
の
側
面
が
徴
表
す
る
の
は
、
一
つ
に
、
大
正
七
年
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
誌
上
に
長
崎
の
会
員
た
ち
の
選
歌
欄
「瓊
浦
歌
篇
」
を
設
け
、
自
宅
で
歌
会
を
開
い
た
こ
と
、
そ
し
て
学
生
中
心
の
文
芸
誌
「
紅
毛
二
七
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
船
」
を
つ
く
り
、
短
歌
を
指
導
し
、
自
ら
も
評
論
を
書
い
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
に
、
大
正
九
年
四
月
よ
り
「短
歌
に
於
け
る
写
生
の
説
」
を
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
誌
上
に
連
載
し
「実
相
に
観
入
し
て
自
然
・
自
己
一
元
の
生
」
を
写
す
と
す
る
写
生
説
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
に
、
大
正
九
年
七
月
の
末
頃
よ
り
、
病
気
療
養
を
兼
ね
な
が
ら
第
二
歌
集
『あ
ら
た
ま
』
の
編
纂
を
し
た
り
、
改
選
版
『赤
光
』
の
編
纂
に
つ
と
め
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
当
の
茂
吉
自
身
、
こ
の
期
、
大
正
七
年
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
五
首
、
大
正
八
年
に
八
首
の
歌
を
発
表
し
、
あ
と
は
、
新
聞
等
に
わ
ず
か
と
帰
京
後
の
大
正
十
年
六
月
以
降
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
や
「
中
央
公
論
」
等
に
作
品
を
発
表
す
る
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
他
は
「手
帳
」
に
習
作
を
書
き
と
ど
め
て
お
く
と
い
っ
た
作
歌
の
空
白
期
間
の
つ
づ
い
た
年
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
、
作
品
茂
吉
斎
藤
茂
吉
送
別
歌
会
敕
唖
前許
數
か盟
七呼
細
畑
わ
が
住
め
る
家
の
い
ら
か
の
白
霜
を
見
ず
て
行
か
む
日
近
づ
き
に
け
り『つ
ゆ
じ
も
』
冒
頭
の
一
首
は
、
「大
正
六
年
十
二
月
二
十
五
日
」
の
二
人
日
付
を
も
つ
、
送
別
歌
会
の
平
明
な
一
首
で
始
ま
っ
て
い
る
。
あ
き
ら
か
に
こ
の
「斎
藤
茂
吉
送
別
歌
会
」
用
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
解
る
。
「言
語
」
の
指
示
す
る
範
囲
も
、
ご
く
あ
た
り
前
の
「
言
語
1
記
号
」
と
し
て
の
日
常
言
語
の
意
味
の
範
囲
を
あ
ま
り
こ
え
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
五
、
七
、
五
、
七
、
七
の
定
型
の
韻
律
に
の
っ
て
、
わ
ず
か
に
「白
霜
」
が
、
未
見
の
「霜
」
の
「白
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
一
首
の
要
を
な
し
、
茂
吉
の
門
出
を
予
祝
す
る
役
割
を
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
限
り
な
く
「斎
藤
茂
吉
」
と
い
う
〈個
〉
の
日
常
生
活
に
寄
り
そ
っ
て
く
る
日
常
言
語
で
一
首
の
歌
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
(第
十
一
号
第
一
号
)
大
正
七
年
「
新
年
特
別
号
」
に
は
、
「斎
藤
茂
吉
氏
送
別
歌
会
」
の
「報
告
」
記
事
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「十
二
月
二
十
五
日
午
後
一
時
、
長
崎
に
行
く
べ
き
斎
藤
茂
吉
の
た
め
送
別
歌
会
を
茂
吉
宅
に
開
く
。
(中
略
)
茂
吉
氏
此
の
日
用
多
く
一
時
席
を
去
ら
れ
し
も
夜
再
び
帰
り
来
り
、
更
に
炭
を
つ
い
で
談
論
を
交
ふ
。
散
会
は
九
時
な
り
き
。
茂
吉
歌
あ
り
。
」
と
あ
っ
て
、
茂
吉
の
掲
出
の
一
首
が
最
初
に
お
か
れ
、
あ
と
は
平
福
百
穂
を
は
じ
め
島
木
赤
彦
ま
で
の
三
十
首
の
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
号
の
「
編
輯
所
便
」
(文
明
記
)
に
よ
る
と
「
茂
吉
は
任
を
長
崎
医
学
専
門
学
校
に
受
け
、
箱
根
帰
来
以
来
寧
日
な
く
、
一
度
任
地
に
往
復
し
、
更
に
十
七
日
朝
東
京
を
発
し
て
西
海
に
赴
き
候
。
十
五
日
在
京
会
員
送
別
の
歌
会
あ
り
し
こ
と
別
に
記
す
る
如
く
に
候
。」
と
あ
り
、
詞
書
の
「大
正
六
年
十
二
月
二
十
五
日
」
は
「大
正
六
年
十
二
月
十
五
日
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
正
確
に
は
、
十
二
月
十
五
日
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
斎
藤
茂
吉
送
別
歌
会
を
自
宅
で
開
催
し
、
同
十
七
日
、
東
京
を
発
ち
、
十
八
日
に
長
崎
に
赴
任
す
る
。
翌
日
の
十
九
日
に
学
校
に
出
勤
し
、
二
十
二
日
に
県
立
長
崎
病
院
精
神
科
部
長
の
職
を
嘱
託
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
つ
ゆ
じ
も
』
編
纂
段
階
に
お
い
て
茂
吉
は
、
「斎
藤
茂
吉
氏
送
別
歌
会
」
の
記
事
「
十
二
月
二
十
五
日
」
の
方
を
参
照
し
て
「大
正
六
年
十
二
月
二
十
五
日
東
京
青
山
茂
吉
宅
に
於
て
」
の
詞
書
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
七
年
、
長
崎
に
着
任
し
た
茂
吉
は
、
、
医
学
の
業
務
と
生
活
の
不
慣
れ
の
た
め
か
、
あ
ま
り
短
歌
を
つ
く
っ
て
い
な
い
。
長
崎
著
任
後
折
に
ふ
れ
た
る
う
つ
り
来
し
い
へ
の
畳
の
に
ほ
ひ
さ
へ
心
が
な
し
く
起
臥
し
に
け
り
据
風
呂
を
買
ひ
に
行
き
つ
つ
こ
よ
ひ
ま
た
買
は
ず
帰
り
来
て
寂
し
く
眠
る
東
京
に
の
こ
し
来
し
を
さ
な
ご
の
茂
太
も
お
ほ
き
く
な
り
に
つ
ら
む
か
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
か
り
ず
み
の
ね
む
り
は
浅
く
さ
め
し
か
ば
外
面
の
道
に
雨
降
り
を
る
か
な
聖
福
寺
の
鐘
の
音
ち
か
し
か
さ
な
れ
る
家
の
甍
を
越
え
つ
つ
聞
こ
ゆ
ゆ
ふ
ぐ
れ
て
浦
上
村
を
わ
が
来
れ
ば
か
は
つ
鳴
く
な
り
谷
に
満
ち
つ
つ電
燈
に
む
れ
と
べ
る
羽
蟻
お
の
つ
か
ら
羽
を
お
と
し
て
畳
を
あ
り
く
う
な
じ
た
れ
て
道
い
そ
ぎ
つ
つ
こ
よ
ひ
ご
ろ
螢
を
買
ひ
に
ゆ
か
む
と
お
も
へ
り
灰
い
ろ
の
海
鳥
む
れ
し
田
中
に
は
朝
日
の
ひ
か
り
す
が
し
く
さ
せ
り
と
ほ
く
来
て
ひ
と
り
寂
し
む
に
長
崎
の
山
の
た
か
む
ら
に
日
は
あ
た
り
居
り
陸
奥
に
友
は
死
に
つ
つ
ま
た
た
き
の
ひ
ま
も
と
ど
ま
ら
ぬ
日
の
光
か
な
や
わ
れ
つ
ひ
に
和
に
生
き
ざ
ら
む
と
お
も
へ
ど
も
何
に
こ
の
ご
ろ
友
つ
ぎ
つ
ぎ
に
死
す
お
も
か
げ
に
立
ち
く
る
友
を
悲
し
め
り
せ
ま
き
湯
あ
み
ど
に
目
を
つ
む
り
つ
つ
か
り
ず
み
の
家
に
起
き
ふ
し
を
り
ふ
し
の
妻
の
ほ
し
い
ま
ま
を
わ
れ
は
寂
し
む
二
九
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
う
つ
し
み
は
つ
ひ
に
悲
し
と
お
も
へ
ど
も
迫
り
来
ひ
と
の
い
の
ち
悲
し
き
む
し
暑
き
家
の
と
の
も
に
降
る
雨
の
ひ
び
き
の
鋭
さ
わ
れ
や
つ
か
れ
し長
崎
の
石
だ
た
み
道
い
つ
し
か
も
日
の
い
ろ
強
く
夏
さ
り
に
け
り
仮
住
の
家
の
二
階
に
ひ
と
り
ゐ
る
わ
が
ま
ち
か
く
に
蚊
は
飛
び
そ
め
ぬわ
が
家
の
石
垣
に
生
ふ
る
虎
耳
草
そ
の
葉
か
げ
よ
り
蚊
は
出
で
に
け
りす
ぢ
向
ひ
の
家
に
大
工
の
夜
為
事
の
長
崎
訛
き
く
は
さ
び
し
も
長
崎
歌
会
漱
証
齔
蘚
計
告
翻
計
癬
旧
は
や
り
颱
を
お
そ
れ
い
ま
し
め
て
し
ぐ
れ
来
し
灘
拠
の
床
に
一
人
寝
に
け
り
先
の
一
首
を
除
き
、
長
崎
時
代
一
年
目
の
「大
正
七
年
」
の
作
品
は
以
上
の
二
十
一
首
が
『
つ
ゆ
じ
も
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
正
七
年
、
茂
吉
は
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
(第
十
一
巻
第
六
号
)
六
月
号
に
長
崎
の
会
員
の
選
歌
欄
「環
浦
歌
篇
」
の
最
後
に
「
漫
詠
」
と
題
し
て
、
一二
〇
う
つ
り
来
し
い
へ
の
畳
の
に
ほ
ひ
さ
へ
い
ま
は
心
に
も
ち
て
守
ら
む
据
風
呂
を
買
ひ
に
ゆ
き
つ
・
こ
よ
ひ
ま
た
買
は
ず
か
へ
り
来
て
寂
し
く
ね
む
る
東
京
に
の
こ
し
来
し
を
さ
な
ご
の
茂
太
も
お
ほ
き
く
な
り
つ
ら
む
と
お
も
ふ
の
三
首
を
載
せ
、
「附
記
」
と
し
て
「歌
は
全
く
作
れ
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
て
作
ら
う
と
骨
折
る
さ
へ
不
安
の
念
が
先
立
つ
。
こ
よ
ひ
は
頁
の
都
合
を
よ
く
す
る
た
め
に
三
つ
四
つ
拵
へ
て
み
た
。
て
ん
で
歌
に
も
何
も
な
つ
て
ゐ
な
い
。
会
員
諸
君
の
作
を
厳
選
し
て
置
い
て
自
ら
の
作
の
ま
つ
い
の
は
い
か
に
も
心
ぐ
る
し
い
が
、
い
ま
は
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。」
と
言
っ
て
い
る
。
同
じ
く
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
(第
十
一
巻
第
七
号
)
七
月
号
に
は
「瓊
浦
歌
篇
」
と
し
て
、
中
村
三
葉
は
じ
め
十
五
人
の
歌
の
最
後
に
「十
四
日
」
と
い
う
題
で
、
電
燈
に
む
れ
と
べ
る
羽
蟻
お
の
つ
か
ら
羽
を
お
と
し
て
畳
に
む
れ
つ
う
な
じ
た
れ
て
道
い
そ
ぎ
つ
・
こ
よ
ひ
ご
ろ
螢
を
買
ひ
に
ゆ
か
む
と
お
も
へ
り
の
二
首
の
歌
を
載
せ
、
以
降
こ
の
年
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
は
茂
吉
の
歌
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
五
首
は
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
中
の
「長
崎
著
任
後
折
に
ふ
れ
た
る
」
中
の
冒
頭
の
一
～
三
首
目
、
お
よ
び
七
首
目
、
八
首
目
の
歌
に
重
な
る
。
大
正
七
年
、
長
崎
に
着
任
し
た
茂
吉
は
短
歌
は
あ
ま
り
作
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
掲
出
の
五
首
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
歌
も
ま
じ
る
「
長
崎
著
任
後
折
に
ふ
れ
た
る
」
を
み
て
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
歌
が
大
正
六
年
『あ
ら
た
ま
』
の
最
後
の
歌
「
長
崎
へ
」
十
二
首
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
コ
言
語
」
の
指
示
す
る
範
囲
は
、
冒
頭
の
「斎
藤
茂
吉
送
別
歌
会
」
の
一
首
と
同
じ
く
、
「言
語
睦
記
号
」
の
日
常
言
語
の
範
囲
を
あ
ま
り
こ
え
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
た
だ
「
か
な
し
」
と
「
寂
し
」
の
語
句
が
頻
出
し
、
そ
れ
が
茂
吉
の
長
崎
で
の
日
常
生
活
と
風
景
に
附
着
し
、
わ
ず
か
に
「
言
語
1
記
号
」
の
日
常
的
指
示
範
囲
の
境
を
こ
え
て
茂
吉
の
心
の
陰
影
を
徴
表
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
梶
木
剛
が
言
う
と
こ
ろ
の
「あ
る
が
ま
ま
の
方
法
を
下
降
的
に
引
摺
っ
て
い
る
例
が
こ
(1
)
こ
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
茂
吉
は
、
こ
こ
に
き
て
、
あ
ま
り
工
夫
す
る
こ
と
も
な
く
、
五
句
三
十
一
音
の
形
式
に
自
己
の
日
常
生
活
の
反
映
を
「
あ
る
が
ま
ま
」
に
投
入
し
て
何
と
か
歌
を
も
の
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
つ
づ
く
大
正
人
年
も
「大
正
八
年
雑
詠
」
ま
と
め
て
三
十
二
首
と
、
作
品
の
少
な
い
年
で
あ
る
。
九
月
十
日
晧
臺
寺
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ド
ウ
フ
の
妻
は
長
崎
の
婦
に
て
す
な
は
ち
道
富
丈
吉
生
み
き
九
月
十
日
天
主
堂
浦
上
天
主
堂
無
元
罪
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
殿
堂
あ
る
ひ
は
単
純
に
御
堂
と
そ
い
ふ
外
国
よ
り
わ
た
り
来
れ
る
霊
父
ら
も
「晝
夜
勤
労
」
こ
こ
に
み
ま
か
り
ぬ
と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
大
正
八
年
に
は
い
る
と
九
月
あ
た
り
か
ら
、
掲
出
の
歌
の
よ
う
に
「日
付
入
り
」
で
詞
書
を
も
つ
、
あ
る
意
味
で
固
有
名
詞
や
事
件
を
羅
列
し
た
よ
う
な
一
連
の
歌
で
み
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
岡
井
隆
を
し
て
、
「柴
生
田
氏
が
文
庫
本
の
解
説
で
暗
示
し
て
い
る
事
実
を
、
わ
た
し
流
に
翻
し
て
率
直
に
言
い
切
れ
ぼ
、
『
つ
ゆ
じ
も
』
は
、
長
崎
在
住
当
時
の
手
記
を
材
料
に
し
て
、
昭
和
十
五
年
、
六
年
の
問
に
創
作
し
た
歌
集
で
、
作
品
の
日
付
に
関
す
る
限
り
一
種
の
偽
書
だ
っ
た
と
い
う
(2
)
事
で
あ
ろ
う
。」
と
言
わ
し
め
た
一
連
が
頻
出
す
る
。
た
し
か
に
掲
出
の
=
二
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
一
連
は
、
岡
井
氏
も
指
摘
し
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
茂
吉
の
「手
帳
」
に
出
て
く
る
。
晧
臺
寺
道
富
丈
吉
紋
ハ
蝶
D
・
H
・
ー
ノ
子
、
妻
ハ
日
本
人
、
ま
り
あ
学
校
/
御
堂
(浦
上
天
主
堂
。
無
元
罪
サ
ン
タ
マ
リ
ア
ノ
殿
堂
/
欧
日
尼
阿
普
途
神
父
/
以
救
世
後
千
人
百
八
十
二
年
十
二
月
十
日
逝
焉
神
父
十
有
五
年
晝
夜
勤
労
乃
成
功
以
救
世
後
千
八
百
八
十
一
年
二
月
五
日
逝
矣
の
一
部
分
と
酷
似
し
て
い
る
。
五
句
三
十
一
音
の
短
歌
形
式
に
こ
の
「手
帳
」
の
記
事
の
中
心
部
を
嵌
め
こ
み
、
あ
と
は
五
、
七
、
五
、
七
、
七
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
ぐ
ら
い
、
一
首
一
首
の
歌
の
中
で
茂
吉
の
〈私
〉
は
後
退
し
て
い
る
。
こ
こ
で
コ
言
語
」
は
、
「記
号
」
と
し
て
の
「
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ド
ウ
フ
の
妻
」
「
長
崎
の
婦
」
「道
富
丈
吉
」
を
そ
の
ま
ま
指
示
し
、
「浦
上
天
主
堂
無
元
罪
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
殿
堂
」
や
「晝
夜
勤
労
」
と
い
う
意
味
を
指
示
す
る
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
あ
と
は
、
五
、
七
、
五
、
七
、
七
と
い
う
五
句
三
十
一
音
の
外
的
合
概
念
性
と
し
て
の
韻
律
を
附
与
さ
れ
、
単
な
る
メ
モ
帳
の
中
の
記
事
か
ら
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
短
歌
性
を
獲
得
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。
三
二
長
崎
か
ら
帰
京
し
、
大
正
十
年
、
「中
央
公
論
」
の
九
月
号
に
発
表
し
た
「
山
水
人
間
蟲
魚
」
五
十
一
首
に
な
る
と
、
ま
た
様
相
は
一
変
す
る
。
甲
斐
が
ね
を
汽
車
は
走
れ
り
時
の
ま
に
し
ら
じ
ら
と
川
原
の
見
え
し
寂
し
さ
し
つ
か
な
る
川
原
を
も
ち
て
な
が
れ
た
る
狭
間
の
川
を
た
ま
ゆ
ら
に
見
し
山
が
ひ
に
を
り
を
り
し
ろ
く
激
ち
つ
つ
寂
し
き
川
が
な
が
れ
け
る
か
なふ
く
風
は
す
で
に
つ
め
た
し
人
ケ
嶽
の
と
ほ
き
裾
野
に
汽
車
か
か
り
け
り
天
つ
た
ふ
日
の
か
た
む
け
る
信
濃
路
や
山
の
高
原
に
小
鴉
啼
け
り
高
原
に
足
を
と
ど
め
て
ま
も
ら
む
か
飛
騨
の
さ
か
ひ
の
雪
ひ
そ
む
山
澄
み
は
て
て
い
ろ
ふ
か
き
空
に
相
寄
れ
る
富
士
見
高
原
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
け
り
あ
か
と
き
は
い
ま
だ
暗
き
に
目
ざ
め
ゐ
る
吾
に
ひ
び
き
て
啼
く
鳥
の
こ
ゑ
蚊
帳
つ
り
て
ひ
と
り
ね
む
り
し
あ
か
と
き
の
冷
た
き
み
つ
は
歯
に
沁
み
に
け
り
み
す
ず
か
る
信
濃
高
原
の
朝
め
ざ
め
口
そ
そ
ぐ
水
に
落
葉
し
づ
め
り
「
山
水
人
間
蟲
魚
」
中
、
最
初
の
「
一
夜
」
十
首
で
あ
る
。
こ
こ
で
歌
わ
れ
て
い
る
「
川
原
」
「
狭
間
の
川
」
「寂
し
き
川
」
「
人
ケ
嶽
の
と
ほ
き
裾
野
」
「山
の
高
原
」
「
飛
騨
の
さ
か
ひ
」
「富
士
見
高
原
」
「喘
く
鳥
」
「
冷
た
き
み
つ
」
「
信
濃
高
原
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
言
語
」
が
指
示
す
る
〈も
の
〉
や
〈地
名
〉
を
こ
え
て
茂
吉
の
〈心
〉
の
位
相
を
も
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、
感
情
を
し
っ
か
り
と
ま
と
っ
た
も
の
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。
「言
語
1
記
号
」
の
範
躊
に
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
単
な
る
記
号
と
し
て
の
くも
の
V
や
〈
地
名
〉
の
指
示
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
五
、
七
、
五
、
七
、
七
と
い
う
三
十
一
音
の
定
型
の
中
で
、
茂
吉
の
〈心
〉
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
盛
り
込
む
語
と
し
て
内
的
合
概
念
性
と
し
て
の
韻
律
を
附
与
さ
れ
て
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
梶
木
氏
に
な
ら
っ
て
い
え
ぼ
「
あ
る
が
ま
ま
の
方
法
を
上
昇
的
に
引
摺
っ
て
い
る
例
が
こ
こ
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
つ
ゆ
じ
も
』
は
、
だ
が
こ
こ
で
終
ら
ず
次
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
出
発
詠
で
あ
る
「
洋
行
漫
吟
」
百
七
首
を
巻
末
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
。
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
大
正
十
年
十
月
二
十
六
日
東
京
駅
発
、
二
十
七
日
熱
田
丸
横
浜
出
帆
、
諸
先
輩
諸
友
の
見
送
を
忝
う
せ
り
。
二
十
人
日
神
戸
著
、
上
陸
諸
友
に
会
ふ
。
京
都
に
遊
び
藤
岡
旅
館
泊
、
中
村
憲
吉
君
宅
一
泊
。
亠ハ
甲
苦
楽
園
六
甲
ホ
テ
ル
一
泊
。
十
一
月
一
日
神
戸
出
帆
±
旦
百
翻
髓
灘
ボ
綴繼
麝
関
し
つ
か
に
い
に
し
へ
人
を
し
た
ふ
心
も
て
冬
の
港
を
渡
り
け
る
か
な
(巌
流
島
三
首
)
わ
が
心
い
た
く
悲
し
み
こ
の
島
に
命
お
と
し
し
人
を
し
そ
お
も
ふ
は
る
か
な
る
旅
路
の
ひ
ま
の
ひ
と
時
を
こ
こ
の
小
島
に
お
り
た
ち
に
け
り
十
一
月
三
日
。
午
前
十
二
時
門
司
出
帆
、
藤
井
公
平
、
奈
良
秀
治
、
山
口
人
九
子
三
氏
見
送
る
。
玄
海
浪
高
く
、
四
十
八
分
時
計
を
お
く
れ
し
む
。
大
方
の
船
客
船
に
酔
ふ
。
十
一
月
五
日
上
海
齲
覯
舗
鯱
諏
瀬
海
の
面
し
つ
か
に
な
れ
る
朝
あ
け
て
四
十
人
分
の
時
お
く
れ
し
む
あ
か
あ
か
と
濁
れ
る
海
と
黯
湛
く
も
澄
み
た
る
海
と
境
を
ぞ
す
る
戎
克
の
帆
赫
き
色
し
て
た
か
だ
か
と
ゆ
く
揚
子
江
の
川
ロ
わ
た
る
上
海
の
も
ろ
も
ろ
の
様
相
人
の
世
の
な
り
の
ま
ま
な
る
も
の
と
こ
そ
三
三
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
思
へ
「
日
本
首
相
原
敬
被
刺
」
と
報
じ
た
る
上
海
新
聞
の
切
抜
し
ま
ふ
(六
日
)
「洋
行
漫
吟
」
一
〇
七
首
中
、
冒
頭
の
「十
一
月
二
日
」
の
三
首
と
、
つ
づ
く
「十
一
月
五
日
」
の
五
首
と
の
間
(そ
し
て
、
以
降
の
歌
と
の
問
)
に
、
文
体
の
上
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
剔
抉
し
た
論
文
に
岡
井
(
3
)
隆
「
『
つ
ゆ
じ
も
』
解
読
ノ
ー
ト
ー
短
歌
に
お
け
る
写
実
」
が
あ
る
。
わ
た
し
は
、
本
稿
文
末
に
注
記
す
る
よ
う
に
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
相
当
の
部
分
が
、
ず
っ
と
後
年
昭
和
十
五
、
十
六
年
時
に
お
け
る
創
作
編
入
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
「手
帳
」
に
お
け
る
祖
型
と
し
て
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
参
照
す
る
ま
で
も
な
く
、
玄
界
灘
の
作
品
は
、
後
年
編
入
組
に
属
す
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
茂
吉
に
あ
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
、
〈は
る
か
な
る
旅
路
の
ひ
ま
の
ひ
と
時
〉
の
感
情
を
、
寂
し
く
も
し
ず
か
な
現
象
を
選
ん
で
、
リ
ズ
ム
豊
か
に
歌
い
流
す
と
い
う
、
〈事
実
〉
処
理
の
方
式
だ
っ
た
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
玄
界
灘
か
ら
上
海
へ
の
歌
(実
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「洋
行
漫
吟
」
の
多
く
は
、
同
じ
傾
向
に
浸
さ
れ
て
い
る
)
に
は
、
「
四
十
八
分
の
時
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
〈事
実
〉
そ
の
ま
三
四
ま
提
示
意
図
が
濃
厚
な
の
で
あ
る
。
〈あ
か
あ
か
と
…
…
〉
の
歌
で
も
、
い
か
に
も
論
理
的
(あ
る
意
味
で
は
科
学
論
文
の
記
載
に
か
よ
う
よ
う
)
な
、
主
観
の
奔
出
を
極
度
に
お
さ
え
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
も
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
〈事
実
〉
の
な
か
か
ら
、
ご
く
一
部
を
き
り
と
っ
た
作
者
の
選
択
の
結
果
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
、
「手
帳
」
に
お
い
て
、
一
た
ん
選
択
さ
れ
た
〈事
実
〉
(第
一
次
選
択
)
は
、
次
い
で
詞
書
き
と
歌
と
の
両
方
へ
ふ
り
わ
け
て
選
び
と
ら
れ
(第
二
次
選
択
)
最
終
的
に
歌
の
形
に
ま
で
ま
と
め
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。わ
た
し
は
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
附
言
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
写
実
の
方
式
の
ち
が
い
に
、
何
ら
表
現
的
な
価
値
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
る
意
味
で
、
『
つ
ゆ
じ
も
』
主
流
を
な
す
感
傷
流
露
の
抒
情
よ
り
も
、
「洋
行
漫
吟
」
の
多
く
を
占
め
る
〈事
実
〉
そ
の
ま
ま
の
散
文
的
抒
情
の
方
が
、
時
代
的
に
み
て
新
し
い
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
茂
吉
自
身
の
歌
風
の
推
移
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
、
「山
水
人
間
虫
魚
」
の
主
調
音
は
、
い
く
た
び
か
打
ち
消
さ
れ
つ
つ
、
は
た
ま
た
濁
り
つ
つ
晩
年
に
至
っ
て
お
り
、
昭
和
五
年
以
降
に
な
っ
て
特
に
、
(玄
界
灘
の
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
)
散
文
的
処
理
の
歌
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
試
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
岡
井
氏
は
茂
吉
の
「
手
帳
」
(「手
帳
五
」
)
や
随
筆
「巖
流
島
」
(「文
芸
春
秋
」
昭
5
・
8
)
の
内
容
を
綿
密
に
検
討
し
た
上
で
以
上
の
よ
う
な
結
論
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
岡
井
氏
の
こ
う
い
う
結
論
は
近
代
短
歌
史
に
お
け
る
昭
和
初
期
に
お
け
る
散
文
化
の
問
題
と
い
う
巨
視
的
な
視
点
に
立
っ
た
上
で
の
斬
新
な
発
想
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
正
八
年
に
、
近
代
短
歌
史
は
、
ま
だ
《散
文
化
》
の
問
題
を
か
か
え
て
い
な
か
っ
た
。
少
く
と
も
、
ア
ラ
ラ
ギ
同
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
先
駆
と
し
て
石
川
啄
木
や
土
岐
哀
果
が
居
た
と
し
て
も
、
新
興
歌
人
聯
盟
の
結
成
は
昭
和
三
年
で
あ
る
。
茂
吉
に
お
け
る
《散
文
化
》
の
反
映
は
、
や
は
り
昭
和
四
年
の
「
虚
空
小
吟
」
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
試
行
の
域
に
達
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『山
谷
集
』
に
お
い
て
も
っ
と
も
尖
鋭
な
表
現
を
み
る
土
屋
文
明
の
仕
事
が
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
文
学
運
動
に
一
期
を
画
す
る
の
は
、
昭
和
五
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(「斎
藤
茂
吉
歌
集
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
解
読
」
)
こ
の
発
言
は
、
岡
井
氏
が
『
つ
ゆ
じ
も
』
を
解
読
す
る
中
で
、
殊
に
「
大
正
人
年
」
の
、
先
に
も
取
り
上
げ
て
い
る
「九
月
十
日
晧
臺
寺
」
と
日
付
の
う
た
れ
た
「
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ド
ウ
フ
の
妻
は
長
崎
の
婦
に
て
す
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
な
は
ち
道
富
丈
吉
生
み
き
」
「浦
上
天
主
堂
無
元
罪
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
殿
堂
あ
る
ひ
は
単
純
に
御
堂
と
そ
い
ふ
」
な
ど
の
、
ま
こ
と
に
散
文
的
で
破
調
の
歌
を
念
頭
に
お
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
延
長
線
上
に
「
洋
行
漫
吟
」
の
「
十
一
月
五
日
」
以
降
の
歌
を
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
茂
吉
の
「手
帳
五
」
に
は
、
「十
一
月
二
日
」
の
と
こ
ろ
に
は
「午
前
八
時
、
門
司
著
/
床
屋
に
入
る
、
床
屋
廿
二
一二
才
位
鼻
の
下
二
ち
よ
つ
と
ひ
げ
は
や
し
」
と
あ
り
、
ま
た
「巖
流
島
/
『伊
予
波
方
村
明
神
丸
』
な
ど
い
ふ
帆
船
な
ど
が
見
え
る
、
/
コ
ノ
ヂ
イ
サ
ン
ニ
タ
ノ
ン
デ
ビ
ン
ヲ
買
ツ
テ
モ
ラ
フ
ヨ
リ
仕
様
ガ
ナ
イ
」
「佐
々
木
巖
流
之
碑
/
明
治
四
十
三
年
十
月
三
十
一
日
」
な
ど
の
記
事
や
ス
ケ
ッ
チ
が
書
か
れ
て
い
て
、
巖
流
島
に
て
し
つ
か
に
い
に
し
へ
人
を
し
た
ふ
心
も
て
冬
の
港
を
渡
り
け
る
か
な
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
が
「十
一
月
二
日
」
の
三
首
の
歌
の
冒
頭
の
一
首
に
呼
応
し
、
こ
の
日
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
づ
く
「十
一
月
三
日
」
の
と
こ
ろ
に
は
「
午
前
十
二
時
門
司
出
帆
晝
食
ゴ
馳
走
あ
り
山
口
八
九
子
。
奈
良
秀
治
氏
、
藤
井
公
平
氏
見
お
く
ら
る
。
追
々
波
高
く
風
強
く
、
舟
や
・
動
揺
す
。
夜
に
入
り
船
長
梯
子
段
三
五
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
よ
り
お
ち
て
人
事
不
省
と
な
り
、
診
察
す
、
/
夜
船
酔
薬
を
の
み
て
寝
に
つ
く
。
十
八
分
お
く
ら
す
。
森
本
富
士
雄
氏
門
司
よ
り
の
る
。
」
と
あ
る
。
つ
づ
く
「
十
一
月
四
日
」
は
「朝
や
・
よ
し
。
胸
わ
う
し
、
波
高
し
、
午
後
寝
る
。
将
棊
な
ど
や
る
に
負
く
。
波
や
・
な
ぐ
。
夜
に
入
り
静
か
と
な
る
、
陸
全
く
見
え
ず
。
客
ら
は
デ
ツ
キ
ゴ
ル
フ
な
ど
な
す
。
」
と
あ
る
。
つ
づ
く
「
十
一
月
五
日
」
は
、
静
し
つ
か
に
て
/
四
十
人
分
お
く
ら
す
。
/
海
水
に
ご
る
。
/
島
見
ゆ
。
濁
水
と
の
境
界
鮮
明
。
/
黒
き
鳥
と
ぶ
。
白
き
海
鳥
と
ぶ
/
汽
船
見
ゆ
と
あ
り
、
つ
づ
い
て
「ジ
ャ
ン
ク
」
や
「
水
牛
」
「犬
」
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
等
が
書
か
れ
て
い
る
。
歌
に
な
る
寸
前
の
詩
語
が
彷
彿
す
る
記
事
で
あ
る
。中
華
民
国
十
年
十
一
月
六
日
「新
聞
報
」
/
「新
評
」
二
「原
敬
被
刺
」
ト
題
シ
、
「
日
本
首
相
原
敬
被
刺
。
此
在
日
本
不
可
謂
非
一
大
事
変
。
而
吾
国
人
於
此
。
自
亦
加
以
重
大
之
注
意
」
と
い
う
記
事
も
み
ら
れ
る
。
揚
出
の
記
事
は
と
も
に
『
つ
ゆ
じ
も
』
中
三
六
「洋
行
漫
吟
」
の
「十
一
月
五
日
上
海
」
の
歌
五
首
に
呼
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「静
し
つ
か
に
て
/
四
十
分
お
く
ら
す
」
の
記
事
は
一
首
目
の
「
海
の
面
し
つ
か
に
な
れ
る
」
の
歌
に
、
「海
水
に
ご
る
/
島
見
ゆ
。
濁
水
と
の
境
界
鮮
明
。」
は
二
首
目
の
「
あ
か
あ
か
と
濁
れ
る
海
と
黷
湛
く
も
澄
み
た
る
海
と
境
を
ぞ
す
る
」
の
歌
に
、
「
ジ
ヤ
ン
ク
」
の
ス
ケ
ッ
チ
の
絵
は
「戎
克
の
帆
赭
き
色
し
て
」
の
三
首
目
の
歌
に
、
そ
し
て
「
日
本
首
相
原
敬
被
刺
。
」
の
記
事
は
五
首
目
の
「
『日
本
首
相
原
敬
被
刺
』
と
報
じ
た
る
上
海
新
聞
の
切
抜
し
ま
ふ
」
の
歌
に
呼
応
し
て
い
る
。
四
首
目
の
「
上
海
の
も
ろ
も
ろ
の
様
相
人
の
世
の
な
り
の
ま
ま
な
る
も
の
と
こ
そ
思
へ
」
の
歌
は
、
「十
一
月
五
日
」
の
「
手
帳
五
」
か
ら
強
い
て
探
せ
ば
、
新
世
界
鈩
Φ
Z
Φ≦
煢
o
ま
/
〔此
処
不
准
小
便
/
違
者
面
責
莫
怪
〕
/
謹
防
払
抗
手
天
下
書
局
「小
有
天
」
支
那
料
理
/
永
安
公
司
(上
海
ノ
三
越
)
の
記
事
に
呼
応
し
て
い
る
、
と
も
読
め
る
。
岡
井
氏
が
「玄
界
灘
か
ら
上
海
へ
の
歌
(実
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『洋
行
漫
吟
』
の
多
く
は
、
同
じ
傾
向
に
浸
さ
れ
て
い
る
と
と
剔
抉
し
た
上
で
、
そ
の
特
徴
を
「
〈事
実
〉
そ
の
ま
ま
提
示
意
図
が
濃
厚
な
の
で
あ
る
」
と
言
い
、
「
い
か
に
も
論
理
的
(あ
る
意
味
で
は
科
学
論
文
の
記
載
に
か
よ
う
よ
う
)
な
、
主
観
の
奔
出
を
極
度
に
お
さ
え
た
表
現
」
と
分
析
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
「手
帳
五
」
と
の
関
連
を
調
べ
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
十
一
月
五
日
上
海
」
の
五
首
が
、
又
事
実
〉
そ
の
ま
ま
」
「論
理
的
」
「
主
観
の
奔
出
を
極
度
に
お
さ
え
た
表
現
」
で
あ
る
こ
と
は
岡
井
氏
の
言
う
と
お
り
で
あ
り
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
言
語
」
は
「
記
号
」
と
し
て
の
「
四
十
八
分
の
時
」
「戎
克
の
帆
」
「
日
本
首
相
原
敬
被
刺
」
を
そ
の
ま
ま
「手
帳
五
」
の
「記
事
」
と
同
じ
よ
う
に
指
示
し
、
二
首
目
と
五
首
目
の
「海
」
と
「
上
海
」
の
様
子
も
そ
の
ま
ま
「海
」
と
「
上
海
」
と
い
う
意
味
を
指
示
す
る
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
先
の
「大
正
八
年
雑
詠
」
の
「九
月
十
日
晧
臺
寺
」
と
「九
月
十
日
天
主
堂
」
の
歌
で
み
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
五
、
七
、
五
、
七
、
七
と
い
う
短
歌
韻
律
の
力
を
か
り
て
、
「
手
帳
五
」
中
の
メ
モ
記
事
や
歌
に
な
る
寸
前
の
詩
語
か
ら
止
揚
さ
せ
て
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
短
歌
性
を
附
与
さ
せ
た
、
作
品
と
い
っ
て
も
よ
い
作
品
群
で
あ
る
。
そ
の
点
、
「
十
一
月
二
日
」
の
「
(巖
流
島
三
首
)
」
の
歌
は
、
「手
帳
五
」
中
の
「巖
流
島
」
「
佐
々
木
巌
流
之
碑
」
と
い
う
メ
モ
記
事
の
「事
実
」
を
こ
え
て
茂
吉
自
身
の
主
観
が
奔
騰
し
、
「
し
つ
か
に
い
に
し
へ
人
を
し
た
ふ
心
も
て
」
「
わ
が
心
い
た
く
悲
し
み
」
「
は
る
か
な
る
旅
路
の
ひ
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
ま
の
」
心
を
も
っ
て
「
佐
々
木
巖
流
之
碑
」
や
あ
り
し
日
の
佐
々
木
巖
流
に
ま
む
か
っ
て
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「言
語
」
は
コ
言
語
1ー
記
号
」
の
日
常
言
語
の
範
囲
を
あ
ま
り
こ
え
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
「言
語
」
が
日
常
的
指
示
範
囲
の
「意
味
」
を
わ
ず
か
に
こ
え
て
茂
吉
の
抒
情
を
誘
引
し
内
的
合
概
念
性
に
よ
る
心
の
陰
影
を
わ
ず
か
に
徴
表
さ
せ
て
い
る
。
三
、
編
纂
者
茂
吉
『
つ
ゆ
じ
も
』
は
、
『赤
光
』
『あ
ら
た
ま
』
に
継
ぐ
第
三
歌
集
で
あ
る
が
、
色
々
の
都
合
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
の
は
『寒
雲
』
『暁
紅
』
『白
桃
』
『
の
ぼ
り
路
』
に
継
ぐ
第
七
番
目
に
発
行
さ
れ
た
歌
集
と
い
う
、
ま
こ
と
に
変
則
的
な
歌
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
制
作
年
代
は
茂
吉
自
身
、
大
正
六
年
十
二
月
、
自
分
が
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
に
な
っ
て
赴
任
し
た
時
か
ら
、
大
正
十
年
三
月
長
崎
を
去
る
ま
で
の
あ
ひ
だ
に
、
折
に
触
れ
て
作
つ
た
歌
、
そ
れ
か
ら
、
東
京
に
帰
つ
て
来
て
、
そ
の
年
の
十
月
の
す
ゑ
、
欧
羅
巴
留
学
の
途
に
上
る
ま
で
の
あ
ひ
だ
に
作
つ
た
歌
(そ
の
中
に
は
信
濃
富
士
見
で
静
養
し
た
時
の
歌
を
も
含
ん
で
ゐ
る
)
、
そ
れ
か
ら
、
船
に
乗
つ
て
マ
ル
セ
ー
ユ
ま
で
行
き
、
汽
車
で
巴
里
を
経
三
七
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
て
伯
林
に
著
き
、
暫
時
其
処
に
滞
在
し
、
大
正
十
一
年
一
月
十
三
日
、
維
世
納
に
向
つ
た
時
ま
で
の
歌
を
ひ
ろ
ひ
集
め
た
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。
(「
『
つ
ゆ
じ
も
』
後
記
」
)
と
語
る
よ
う
に
、
「大
正
六
年
十
二
月
」
十
五
日
の
「
斎
藤
茂
吉
送
別
歌
会
」
の
一
首
か
ら
始
ま
っ
て
「大
正
十
一
年
一
月
十
三
日
」
の
「
お
ど
お
ど
と
伯
林
の
中
に
居
り
し
日
の
安
ら
ぎ
て
維
也
納
に
旅
立
た
む
と
す
」
の
一
首
で
お
わ
る
期
間
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
二
十
四
年
後
の
「
昭
和
二
十
一
年
人
月
」
に
刊
行
さ
れ
る
と
い
う
運
命
を
荷
な
っ
た
歌
集
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
編
纂
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
時
期
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
、
「大
正
十
五
年
ご
ろ
そ
の
一
部
を
印
刷
に
ま
で
附
し
た
の
で
あ
っ
た
。」
(「
『
つ
ゆ
じ
も
』
後
記
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
「自
分
の
長
崎
時
代
の
歌
、
即
ち
大
体
大
正
七
年
八
年
九
年
の
歌
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
、
大
阪
毎
日
新
聞
、
大
阪
朝
日
新
聞
、
長
崎
日
日
新
聞
、
雑
誌
紅
毛
船
、
雑
誌
ア
コ
ウ
等
に
た
ま
た
ま
載
つ
た
も
の
以
外
は
、
未
定
稿
の
も
の
を
も
交
へ
て
手
帳
に
控
へ
、
一
部
は
歌
稿
と
し
て
整
理
し
て
あ
つ
た
も
の
が
、
大
正
十
三
年
の
火
難
に
際
し
て
焼
失
し
て
し
ま
つ
た
。
そ
こ
で
も
は
や
奈
何
と
も
為
三
八
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、
既
に
発
表
し
た
も
の
の
み
に
と
ど
め
て
編
輯
し
よ
う
と
お
も
」
(同
前
)
っ
た
も
の
で
あ
る
。
茂
吉
は
、
大
正
十
四
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
病
院
の
再
建
に
む
か
っ
て
奔
走
す
る
と
と
も
に
、
既
発
表
の
歌
の
回
収
に
勤
め
る
の
で
あ
る
。
謹
啓
小
生
の
歌
の
切
抜
正
に
拝
受
。
御
親
切
何
と
も
感
謝
の
外
無
之
候
取
あ
へ
ず
御
礼
迄
。
(「
畠
山
天
三
郎
宛
書
簡
」
大
正
十
四
年
三
月
十
三
日
)
歌
の
切
抜
、
実
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
の
な
か
に
は
、
も
う
「
あ
ら
た
ま
」
で
公
表
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
か
ら
不
用
で
す
が
、
御
返
送
し
ま
す
か
、
或
は
僕
が
頂
戴
し
て
ゐ
て
も
い
・
か
、
(「
渡
辺
東
輔
宛
書
簡
」
大
正
十
四
年
三
月
二
十
四
日
)
謹
啓
こ
の
た
び
は
小
生
の
歌
の
切
抜
御
恵
送
に
あ
つ
か
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
候
。
な
ほ
大
正
七
年
頃
、
土
橋
青
村
氏
の
御
出
し
に
な
ら
れ
し
雑
誌
に
一
二
首
の
つ
て
ゐ
る
か
と
も
存
じ
候
。
な
ほ
、
大
正
人
年
頃
の
大
阪
朝
日
、
大
阪
毎
日
に
歌
の
り
て
あ
る
を
若
し
ひ
よ
つ
と
し
て
御
心
あ
た
り
に
候
は
"
御
教
示
被
下
度
願
上
候
。
(「
加
納
美
代
宛
書
簡
」
大
正
十
四
年
四
月
十
一
日
)
と
あ
り
、
つ
づ
く
「加
納
美
代
宛
書
簡
」
の
「
四
月
二
十
四
日
」
に
は
、
謹
啓
い
ろ
い
ろ
御
盡
力
に
あ
つ
か
り
万
謝
奉
り
候
。
御
か
げ
様
に
て
大
凡
集
り
候
ゆ
ゑ
、
立
石
君
に
も
左
様
御
伝
下
さ
れ
た
く
、
立
石
君
に
も
御
無
沙
汰
仕
り
候
、
何
卒
よ
ろ
し
く
御
伝
言
下
さ
れ
た
く
願
上
候
小
生
も
何
と
か
し
て
御
地
へ
遊
び
に
参
り
た
し
。
右
御
礼
迄
敬
具
と
あ
り
、
「大
正
十
四
年
四
月
二
十
四
日
」
あ
た
り
に
お
い
て
は
、
お
お
よ
そ
の
歌
を
長
崎
の
知
人
を
中
心
に
集
め
て
も
ら
い
、
回
収
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
既
発
表
の
歌
を
中
心
に
編
輯
し
、
「
大
正
十
五
年
ご
ろ
そ
の
一
部
を
印
刷
に
ま
で
附
し
た
」
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
一
番
目
の
『
つ
ゆ
じ
も
』
編
輯
内
容
に
つ
い
て
、
本
林
勝
夫
は
、
第
一
次
編
集
の
段
階
で
構
想
さ
れ
た
『
つ
ゆ
じ
も
』
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
場
合
、
「大
正
九
年
八
月
作
」
の
注
記
を
も
つ
「
温
泉
嶽
」
(「解
放
」
大
一
〇
・
七
)
な
ど
は
長
崎
時
代
に
配
置
さ
れ
る
と
し
て
、
大
部
分
の
作
は
十
年
の
歌
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
ま
た
茂
吉
の
歌
集
が
全
部
収
録
の
方
針
を
打
ち
出
す
の
は
、
『
つ
ゆ
じ
も
』
以
前
に
出
た
『寒
雲
』
(昭
一
五
)
以
降
の
こ
と
で
あ
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
る
か
ら
、
大
正
末
年
当
時
で
は
現
在
の
よ
う
な
日
録
的
体
裁
を
と
ら
ず
、
『赤
光
』
『あ
ら
た
ま
』
同
様
の
編
集
方
針
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
で
(
4
)
あ
ろ
う
。
(
『斎
藤
茂
吉
の
研
究
ー
そ
の
生
と
表
現
』
)
と
言
っ
て
い
る
。
「
大
正
十
年
の
歌
」
を
中
心
に
、
『赤
光
』
『あ
ら
た
ま
』
と
同
様
の
日
録
的
体
裁
を
と
ら
な
い
編
集
を
し
た
、
現
『
つ
ゆ
じ
も
』
と
は
ま
っ
た
く
違
う
『
つ
ゆ
じ
も
』
が
あ
っ
た
、
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
編
輯
時
期
は
、
こ
の
歌
集
は
昭
和
十
五
年
の
夏
に
編
輯
し
た
。
自
分
の
歌
集
は
「
寒
雲
」
以
来
新
し
い
方
か
ら
逆
に
発
行
し
よ
う
と
企
て
た
か
ら
、
本
集
の
発
行
は
い
つ
に
な
る
か
明
瞭
で
な
い
が
、
兎
も
角
、
ほ
か
の
歌
集
を
整
理
し
た
つ
い
で
に
整
理
し
て
置
く
の
で
あ
る
。
(「
『
つ
ゆ
じ
も
』
後
記
」
)
と
あ
る
、
「
昭
和
十
五
年
の
夏
」
の
第
二
次
編
輯
で
あ
る
。
こ
の
「
昭
和
十
五
年
」
は
、
三
月
に
『寒
雲
』
を
ひ
さ
し
ぶ
り
に
古
今
書
院
か
ら
刊
行
し
、
つ
づ
い
て
六
月
に
『暁
紅
』
を
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
『柿
本
人
麿
』
の
業
績
に
対
し
て
帝
国
学
士
院
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
三
九
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
る
。
茂
吉
は
こ
の
年
の
七
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
、
箱
根
強
羅
の
別
荘
に
滞
在
し
て
歌
稿
の
整
理
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
夏
の
茂
吉
日
記
を
み
る
と
、
七
月
二
十
三
日
の
「
為
事
手
ニ
ツ
カ
ズ
、
ソ
レ
デ
モ
手
帳
ナ
ド
見
テ
ヰ
ル
」
か
ら
八
月
十
四
日
の
「南
山
歌
一
読
」
に
至
る
期
間
に
、
『連
山
』
の
歌
の
編
輯
を
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
引
き
つ
づ
い
て
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
編
輯
に
精
を
出
し
て
い
る
。○
夜
ハ
長
崎
時
代
ノ
手
帳
ヲ
見
ル
。
(昭
和
十
五
年
人
月
二
十
四
日
)
○
長
崎
時
代
(大
正
九
年
)
ノ
帳
面
ヲ
見
ル
。
○
手
帳
第
一
日
。
(昭
和
十
五
年
八
月
二
十
六
日
)
○
温
泉
嶽
、
○
佐
賀
古
湯
マ
デ
到
著
、
夜
ハ
疲
レ
、
按
摩
シ
テ
寝
タ
。
(昭
和
十
五
年
八
月
二
十
七
日
)
○
朝
五
時
二
起
キ
、
古
湯
ノ
整
理
、
朝
食
前
古
湯
大
体
終
了
、
○
朝
食
後
よ
り
つ
掌
け
、
夕
食
ま
で
大
体
長
崎
に
か
へ
る
迄
、
○
夜
ハ
、
日
向
ノ
青
島
到
著
マ
デ
整
理
、
(昭
和
十
五
年
人
月
二
十
八
日
)
〔原
〕
○
朝
五
時
起
、
青
島
ヨ
リ
、
光
し
つ
か
に
ひ
つ
そ
り
と
し
た
。
長
歌
雑
歌
整
理
、
午
睡
。
二
時
ヨ
リ
続
行
、
遂
二
長
崎
を
去
り
、
九
州
四
国
、
ヲ
経
テ
岡
山
、
大
阪
、
奈
良
、
東
京
に
至
る
四
〇
(昭
和
十
五
年
八
月
二
十
九
日
)
〇
五
時
二
起
キ
、
長
崎
ヲ
去
ル
ト
コ
ロ
ヨ
リ
大
体
ノ
コ
ト
記
入
セ
リ
。
(昭
和
十
五
年
八
月
三
十
日
)
〇
五
時
起
、
上
京
の
歌
少
し
く
推
敲
な
ど
す
、
(昭
和
十
五
年
八
月
三
十
日
)
「昭
和
十
五
年
の
夏
」
1
八
月
二
十
四
日
か
ら
人
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
か
つ
て
「
大
正
十
四
年
」
を
中
心
に
何
度
も
こ
こ
ろ
み
た
第
三
歌
集
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
編
輯
を
、
長
崎
時
代
の
大
正
七
年
と
大
正
十
年
三
月
の
帰
京
以
降
を
除
き
、
そ
し
て
、
最
後
の
「洋
行
漫
吟
」
(
一
〇
七
首
)
を
除
い
て
最
終
的
に
な
し
と
げ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
清
書
は
翌
年
の
昭
和
十
六
年
の
八
月
十
一
日
か
ら
八
月
十
七
日
の
問
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
、
「洋
行
漫
吟
」
の
増
補
、
編
輯
も
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
○
大
正
十
年
長
崎
ヲ
去
ル
ヨ
リ
清
書
、
大
正
十
年
終
ル
、
(昭
和
十
六
年
八
月
十
三
日
)
と
あ
り
、
つ
づ
い
て
同
日
と
翌
日
の
二
日
間
、
○
洋
行
航
海
ノ
帳
面
ヲ
少
シ
ヅ
・
見
ル
コ
ト
ニ
シ
タ
。
(昭
和
十
六
年
八
月
十
三
日
)
○
航
海
ノ
歌
ヲ
整
理
シ
、
大
イ
ソ
ギ
デ
大
体
ヲ
ハ
ル
○
清
書
シ
バ
ジ
メ
テ
、
大
部
終
ル
(昭
和
十
六
年
八
月
十
四
日
)
と
あ
り
、
こ
の
両
日
で
「
洋
行
漫
吟
」
の
増
補
、
訂
正
と
さ
ら
に
清
書
を
し
て
、
『
つ
ゆ
じ
も
』
全
体
の
清
書
も
お
お
よ
そ
終
え
た
の
で
あ
る
。
岡
井
隆
は
『
つ
ゆ
じ
も
』
中
の
大
正
七
、
八
年
の
作
品
を
中
心
に
分
析
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
た
し
の
推
定
に
よ
れ
ば
『
つ
ゆ
じ
も
』
は
相
当
の
部
分
が
、
昭
和
十
五
年
、
六
年
の
日
付
け
を
持
つ
創
作
で
あ
る
。
(実
は
『遠
遊
』
『遍
歴
』
も
同
じ
事
情
の
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
今
は
こ
の
点
に
触
れ
な
い
。)
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
、
過
去
形
で
歌
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
「追
憶
」
と
い
う
形
の
表
題
を
も
つ
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
『
の
ぼ
り
路
』
や
『霜
』
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
現
在
形
で
、
長
崎
時
代
の
既
発
表
歌
(A
資
料
)
の
中
に
混
入
せ
し
め
ら
れ
た
。
こ
の
辺
り
の
操
作
の
動
機
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
判
り
に
く
い
。
(「
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
解
読
」
)
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
と
い
う
卓
見
と
疑
問
を
早
く
か
ら
し
め
さ
れ
て
い
る
。
『
つ
ゆ
じ
も
』
と
い
う
歌
集
の
編
纂
者
茂
吉
を
構
想
す
る
と
き
、
以
上
の
よ
う
に
第
一
次
編
輯
次
の
「大
正
十
四
年
」
「大
正
十
五
年
」
次
の
編
纂
者
茂
吉
と
第
二
次
編
輯
次
の
「昭
和
十
五
年
」
「
昭
和
十
六
年
」
次
の
編
纂
者
茂
吉
の
二
人
の
違
う
編
纂
者
を
想
定
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。「二
、
作
品
茂
吉
」
で
と
り
上
げ
た
「斎
藤
茂
吉
送
別
歌
会
」
の
一
首
と
「長
崎
著
任
後
折
に
ふ
れ
た
る
」
二
十
首
と
「
長
崎
歌
会
」
一
首
の
「大
正
七
年
漫
吟
」
の
歌
群
は
第
一
次
編
輯
次
に
編
纂
さ
れ
、
大
正
十
年
の
「山
水
人
間
蟲
魚
」
五
十
一
首
も
第
一
次
編
輯
次
に
編
纂
さ
れ
、
最
後
に
取
り
上
げ
た
「洋
行
漫
吟
」
の
「
出
帆
」
三
首
と
「
上
海
」
五
首
は
第
二
次
編
輯
次
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
の
、
最
初
の
「
出
帆
」
三
首
の
み
は
大
正
十
年
に
創
作
し
た
原
型
を
踏
襲
し
、
「上
海
」
五
首
以
降
の
作
品
は
第
二
次
編
輯
次
に
編
纂
者
茂
吉
に
よ
っ
て
大
い
に
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
時
、
第
二
次
編
輯
次
の
「
昭
和
十
五
年
」
「昭
和
十
六
年
」
に
抜
本
的
に
増
補
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
は
大
正
八
年
の
作
品
「大
正
八
年
雑
詠
」
中
の
九
月
以
降
と
大
正
九
年
、
大
正
十
年
の
長
崎
を
去
っ
て
上
京
す
る
三
月
ま
で
の
既
発
表
の
作
品
や
「手
帳
二
」
四
一
『
つ
ゆ
じ
も
』
論
「
手
帳
三
」
「手
帳
四
」
に
原
型
を
と
ど
め
て
い
な
い
作
品
と
最
後
の
作
品
「
洋
行
漫
吟
」
中
の
「手
帳
五
」
に
原
型
を
と
ど
め
て
い
な
い
作
歌
メ
モ
や
未
成
品
と
限
定
し
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
。
四
二
(1
)
「斎
藤
茂
吉
・
初
期
の
五
歌
集
」
(「國
文
學
」
昭
四
七
・
人
、
『知
識
の
倫
理
』
〈国
文
社
〉
所
収
)
。
(2
)
「斎
藤
茂
吉
歌
集
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
解
読
」
(「
文
学
」
四
十
二
巻
第
七
号
(昭
四
九
・
七
、
『茂
吉
の
歌
夢
あ
る
い
は
つ
ゆ
じ
も
抄
』
所
収
〈創
樹
社
〉
)
。
(3
)
「鷹
」
十
月
号
(昭
四
九
・
一
〇
、
『遙
か
な
る
斎
藤
茂
吉
』
所
収
〈思
潮
社
〉
)
。
(4
)
桜
楓
社
(平
二
・
五
)
刊
。
